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１．はじめに

　小学校音楽科教育の内容は，「A表現」「B鑑賞」で
構成されており，「A表現」における活動として歌唱，
器楽，音楽づくりが挙げられている。音楽づくりは子
どもが様々な音色，音符，音高を組み合わせて音楽を
つくることによって自分の想像したことや意図したこ
とを表現し，その過程で音符，休符，音楽に関わる用
語などの様々な知識を獲得し用いることができるよう
になる活動である。本研究は小学校音楽科の「音楽づ
くり」の活動において，わらべうたのリズムと五音音
階を用いた教材を開発しようと試みたものである。本
研究ではわらべうた≪ヨイサッサ≫のリズムと五音音
階を用いた音楽づくりの方法を考案し，小学校での実
践に先立って岡山県私立A大学の教育学部の学生たち
を対象に音楽づくりの講義を行った。
　わらべうたを教育に採り入れる方法としては，歌唱
教材（Ａ活動），およびわらべうたの音組織に基づく

基礎（Ｂ活動）から成る「二本立て方式」と呼ばれる
実践が1960年代に日本教職員組合によって提唱されて
いる。しかしながらこの方法ではわらべうたと「遊
び」が分離されてしまい，楽しさや身体活動等のわら
べうたを構成する重要な要素が抜け落ちてしまい，学
習教材としてのわらべうたの有用性が発揮しきれない
という点が複数の先行研究によって指摘されている。
また西條（2008）によるわらべうたを用いた音楽科授
業の研究でも，わらべうたを構成する音楽的諸要素と
遊びとを切り離さず学習へと展開していくことの重要
性が述べられている。本研究の実践は，小島（2009）
が論じたわらべうた実践のアプローチのうち「経験の
再構成型」に沿って音楽づくりを展開するものであ
る。本研究の実践では，わらべうた≪ヨイサッサ≫は
まず遊びの形で導入され，楽曲に含まれる音符やリズ
ムは遊びを通して獲得される。次に楽曲がどのような
音やリズムで構成されるのかを分析し，獲得した意
味を用いて音楽づくりを行う１）。本実践は「遊び」と
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「音楽づくり」が密接な繋がりを持ち，わらべうたを
音楽教育に用いるひとつの手法を提示するものであ
る。

２．教科書における「音楽づくり」

　文末の表１は，教育芸術社発行の教科書「小学生の
音楽１～６」における「音楽づくり」の教材を分析し
たものである。四分音符，四分休符，二分音符，括ら
れた八分音符が多く使用されており，シンコペーショ
ンや付点四分音符と八分音符の組み合わせといったリ
ズムも見ることができる。リズムの構成方法として
は，児童が個々の音符を選ぶ形態と，あらかじめ決め
られたリズムが書かれた小節を選ぶ形態のふたつのパ
ターンに分けることができる。音高に関しては，あら
かじめ決められた音を選択する形態での教材では最大
六音が提示されているが，児童がひとつひとつの音を
自由に選ぶ形態での教材に提示されている音は最大五
音である。その他の音楽的要素に関しては，音楽の仕
組みである「反復」や「問いと答え」は低学年のうち
から学ぶことが可能になっており，六年生の課題では
終止音や和声など，学習指導要領で定められてはいな
い音楽の構成要素が盛り込まれている教材が掲載され
ている。拍子に関しては低学年のみ４分の２拍子であ
り，その他の学年は４分の４拍子となっている。
　2008年改訂の学習指導要領では，それまで「つくっ
て表現できるようにする」とされていた創造的音楽活
動が「音楽づくり」と改められ，「音を音楽へと構成
する」活動が強調されている。この方針が音楽づくり
における子どもの自由な発想を制限することに繋がっ
てはならないということは論を待たないが２），教科書
に掲載された教材の分析からも音楽づくりに一定の

「枠組み」を与えることが必要とされていることが明
らかである。ここでいう枠組みとは音楽づくり教材に
おいて使用することを指定された音符やリズム，音楽
の仕組みなどの音楽を構成する諸要素を指すものであ
り，子どもたちは指定された音符やリズムから選択肢
を得ることによって音を音楽へと構成する過程におい
て創造の楽しみを味わうことが可能であると考えられ
る。すべてを自由に，好きなように音楽づくりをする
ように指示することは，かえって子どもに自由という
名の不自由を与える結果になることが危惧される。音
楽づくりの活動では，子どもたちに枠組みを与えるこ
とで学習すべき内容や何をすべきかを見失うことなく
活動することが可能となるのである。

３． 研究方法：わらべうたのリズムと五音音階を用い

た音楽づくりの実践

　本研究ではわらべうた≪ヨイサッサ≫のリズムと五
音音階を用いた音楽づくり教材の開発を目指すもので
ある。小学校での実践に先だって岡山県私立A大学教
育学部で開講された講義内で学生を対象に音楽づくり
を実施し，小学校音楽科の授業で教材として扱うこと
を視野に入れて結果を考察した。前項の分析を踏ま
え，子どもたちが音楽づくりをするための枠組みは表
２のように設定した。音楽づくり教材開発の観点とし
ては尾藤（2014）が論じており３），本研究の実践は尾
藤が挙げた八つの観点に沿ったものである。実践の手
順は以下の通りである。
期間：2015年10月～11月
場所：岡山県
対象： 私立A大学教育学部に所属する学生74名。５名

以上のグループワーク形式で実施した。
１）≪ヨイサッサ≫の遊びを行う。
　≪ヨイサッサ≫は言葉とリズムで構成された楽曲で
ある。学習指導要領の「音符，休符，記号や音楽に
関わる用語」で定められている四分音符，八分音符，
十六分音符，八分休符で構成されており，豊富なリズ
ムを含有しているため同楽曲を音楽づくりの素材とし
て取り上げた。本研究では，同楽曲を唱えながら拍を
叩き，歩く遊びを行うことで楽曲の言葉とリズムを学
生に定着させた。
２）分析
　楽譜を分析し，遊びを振り返ることで遊びを通じて
獲得した楽曲の音符とリズムを結びつけた。
３）リズム楽曲づくり
　≪ヨイサッサ≫のリズムを小節ごとに取り出し，①
～⑩の番号を付した（譜例１）。学生はこの10の小節
を選択し，リズム楽曲づくりを行った。
４）旋律づくり
　３）で作成したリズム楽曲の音符に民謡でよく用い
られる五音音階「ミ，ソ，ラ，シ，レ」から選んだ音
を当てはめて旋律づくりを行った。
５）歌詞づくり
　作成した旋律に歌詞をつけ，楽曲の完成とした。以
下の譜例２から５は実際に学生が作成した楽曲の一部
である。
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使用するリズム 使用する音 その他の
音楽的要素

備考

ミ、ソ、ラ、シ、
レ、ミ

４分の２拍子 音符単位ではなく1小節単位で定め
られたリズムを選択してリズム楽曲
を作った後、音を選択して旋律づく
りを行う。

表２　本研究における音楽づくりの枠組み
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４．結果と考察

　上記の実践の成果物の分析および学生の音楽づくり
活動の観察から，本研究で提案した音楽づくり教材で
は以下の効果が得られることが明らかとなった。
１）リズムの理解
　学生たちは遊びを通じて楽曲に使用されているリズ
ムを容易に理解することができた。読譜を困難とする
学生も遊びの経験によって楽曲のリズムを正確に演奏
し，音楽づくりの段階でも迷うことなく提示された10
のリズムを用いて作曲することができた。
２）生活経験の再構成
　作成された歌詞は日常生活，季節，クリスマスや正
月などを扱ったものが多く，学生たちは身近なものを
題材にして創作活動を行っている。デューイのオキュ
ペーションの概念に沿って音楽づくりを分析した小島

（2009）は，子どもが思考と表現を統合する音楽づく
りを通して得た外界の情報を受け入れるために自己の
枠組みを論理と質と感情を統合したものとして組み替
えることを教育的意義として述べているが，学生たち
が自分の身近なものごとを歌にしたことは，音楽づく
りを通じて自分の生活経験を情報として取り上げ，再
構成したことを示している。
３）音楽づくりへの親しみ
　最初に遊びを用いて段階的に音楽づくりを行ったこ
とにより，「作曲をする」ということに関して抵抗な
く音楽づくりに取り組んでいる様子が観察できた。
　本実践の「音楽づくり」では上記のような教育的意
義があることがわかった。実践の過程で見出された課
題は以下の通りである。
１）素材となるわらべうたと音階の検討
　本研究では≪ヨイサッサ≫のリズムと「ミ，ソ，
ラ，シ，レ」の五音を用いたが，これらの音楽づくり
の素材を改めて検討することを考えている。たとえば
B県のわらべうたをリズム素材として用いた場合は，
B県のわらべうたで多く使われている音階の音を用い
て音楽づくりを行うなど，わらべうたの特性と教材性

（伊野 2003）にも留意して素材を選択する必要があ
る。
２）「分析」段階の検討
　すでに述べたように，学生たちは遊びの経験を通じ
てリズムを学習することができた。しかしながら提出
された楽譜には音符やリズムが正確に書けない，拍子
記号を書いていないあるいは全ての段に書いているな
ど，記譜上の問題が多く見られた。この問題の一因と

して，分析の段階で「経験」と「知識」の結びつきが
充分に行われていないことが考えられる。分析の段階
で経験的に獲得したリズムと楽譜とを結びつけるよう
な学習活動を行うことで，問題の緩和が期待される。
　わらべうたの「遊び」の経験から音楽づくりを行う
本実践の手法は，音楽教育において一定の効果がある
ことがわかった。実践を通じて得られた課題を検討
し，小学校音楽科の教材開発を続けていきたい。

【注】

１） ここで重要なのが「遊び」としてのわらべうたの
経験である。小島（2009）は遊びを通すことで音
楽，言葉，動きの三者の繋がりを保ったまま音楽
を再構成することが可能になると述べている。

２） 学習指導要領の改訂について論じた研究である島
崎（2008）でも「音を音楽へと構成する」方針に
一定の評価を与えつつ，音楽づくりを形式的で制
約の多い活動にしてはならないと述べている。

３） 尾藤（2014）は音楽づくり教材開発の観点として
以下のように述べている。

１ ．不確定な状況で，ある程度の困難を伴う教材が望
ましい。   

２ ．学習者が自分なりに課題に対して問題設定できる
教材が望ましい。   

３ ．学習者が，教材から，このように組み合わせれ
ば，または構成すれば，このような作品や表現にな
るだろうとある程度，予想できる教材であることが
望ましい。つまり，身近な経験などと結びつけて創
作できる教材が良い。

４ ．学習者が検証可能な教材が望ましい。つまり学習
者のレベルで表現可能な教材が良い。  

５ ．飛躍という観点から，イマジネーションや想像力
が働かせやすい教材が望ましい。  

６ ．分析，総合という観点から，一つの教材におい
て，これらを繰り返し行えるような教材が望まし
い。

７ ．観察の観点から，教材の事実，作った作品を理解
しやすいものが望ましい。  

８ ．検証の観点から，確定した状況に仕上げられる教
材が望ましい。
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